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岡山醫科大學泉外科教室(主 任泉教授)

田 中 屋 清 人

[昭和8年3月3日 受稿]

Aus der I. Chirurgischen Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

(Direklor: Prof. Dr. Goro Izumi).

Uber den Einfluss der Milz und des Retikuloendothelialsystems
 auf die Genese der experimentell erzeugten, 

akuten diffusen Peritonitis.

Von

Dr. Kiyoto Tanakaya.

Eingegangen am 3. Marz 1933.

Verf. hat als pathogens Keime Staphylo-kokken von einer bestimmten Giftigkeit 

an Kanichen intraperitoneal injiziert und darauf die Beziehungen zwischen der Milz 

und dem Retikuloendothelialsystem und der experimentell erzeugten, akuten, diffusen 

Peritonitis zu erforschen gesucht, dabei er zu den nachfolgenden Ergebnissen ge

kommen ist.

1.) Bei splenektomierten Kanichen oder solchen, bei den en das Retikuloendo

thelialsystem blocktiert wurde, nimmt im Vergleich zur Kontrolle die Resistenzkraft des 

Peritoneums gegen die pathogenen Keime deutlich ab.

2.) Der Zeitraum, der zwischen der Splenektomie und darauffolgender Bekterien

injektion in die Bauchhohle vergangen ist, spielt eine grosse Rolle fur die Entstehung 

der Peritonitis. Je kurzer dieser Zeitraum ist, um so leichter entsteht die Peritonitis. 

Nach Ablauf von 45 Tagen besteht aber fast garklein Unterschied mehr im Vergleich 

zur Kontrolle.

3.) Wenn nach der Splenektomie das Retikuloendothelialsystem weiter nach Mog

lichkeit blockiert wird, entsteht die Peritonitis leichter ale bei nur Splenktomie oder nur 

Blockierung des Retikuloendothelialsystems.
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4.) Bei der experimentell entstandenen akuten diffusen Peritonitis wird die Tatig

keit des gesamten Retikuloendothelialsystems zunachst gesteigert, sehr bald aber 

scheint es in Untatigkeit zu verfallen.

5.) Bei Injektion von Milzextrakt an Kanichen mit experimenteller akuter diffuser 

Peritonitis wird die bakterizide Kraft des Retikuloendothelialsystems vorubergehend 

erhoht, aber diese Wirkung ist wie gesagt nur vorubergehende. (Autoreferat).
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引用セル主要文獻

緒 言

Ashoff及 ビ清野氏等ニ依ニ網状織内被細胞系統 ノ機能ニ關 スル學説ノ樹立セラ
ルル ヤ忽 チニ

シテ世ノ注意ヲ喚起シ之 ガ研究日ニ月 ニ進 ミ其ノ機能ハ生體 ノ諸種 ナル現象 ヲ説明スル ニ缺 ク

可 ラザル モノノー トナ レリ.特 ニ本系統 ト免疫學的關 係ニ就 テハ種 々ナル方面 ヨ リ檢 討 セ ラ レ

兩者ノ關係 ハ益 々密接ナルヲ知 ルニ至 レリ.脾 臟竝 ニ一般網状織内被細胞系統 ガ病原體 ノ自然

或ハ人爲的侵入ニ對 シ如何ナル賦役ヲ演 ズル力ニ關 シ先人ノ業績 ヲ渉獵 ス ニ1887年 創 メテ

Metschnikoff氏 ハ猿 ニ再歸熱感染 ヲ起サシメ脾臟 ガ傳染 性疾患 ニ對シ極 メテ重大 ナ
ル意義 ヲ

有 ス ル コ ト ヲ指 摘 セ リ.爾 來Sudakewitsch Tizzoni u. Cattani, Tictin, Gustav
, Butigagina,
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Rubinstein, Amako, Kritschewski, Grunbaumノ 諸 氏相踵 デ再歸熱感 染 ト脾臟 並ニ一般 網状

織 内被細胞系統 トノ間ニ興味 アル關係 ノ存 スル コ トヲ論 ゼ リ.其 ノ外連鎖状球菌 トノ關係 ニ就

テハKauthack, Blumreich u. Jacoby, Meerschon, Schreyer, Lourosノ 諸 氏,「 チフス」菌

トノ關係 ニ就テハMontuori,勝 沼 ノ諸氏,「 コ レラ」菌 トノ關 係 ニ就 テハBlumreich u. Jacoby

氏,葡 萄状球 菌 トノ關係 ニ就 テハFerreie de Mira氏,「 マ ラ リア」原蟲 トノ關係 ニ就 テハ

Mulligan氏,肺 炎菌 トノ關係 ニ就 テハJungeblut氏,結 核菌 トノ關係 ニ就テ ハSchroder,

 Kaufmann, Kogel, Leies, Paul, Margot u. Arthur, George, Fliegel,辻 川 及 ビ渡邊 ノ諸

氏 ノ業績 ヲ見ル.

而 シ テ其 ノ 關 係 ノ 本 態 ニ 關 シMetschnikoff, Sudakewski, Montuori, Schroder, Kaufmann,

 Amako, Kritschewski, Grunbaum, Rubinstein, Berthold, Meerschon, Schreyer, Loures,

 Mulligan, Jungeblut,渡 邊 氏 等 ハ 之 等 病 原 體 ノ 侵 入 ニ對 シ脾 臟 及 ビ一 般 網 状 織 内 被 細 胞 系 統 ガ

特 殊 ノ 防 衛 装 置 ト シ テ 一 定 ノ意 義 ヲ有 ス ト説 ケ ル モBlumreich u. Jacoby, Ferreira de Mira,

 Berarid, Lewis, Paul, Margot u. Arthur, George,辻 川 ノ 諸 氏 ハ 脾 臟 竝 ニ 一般 網 状 織 内 被

細胞系統ハ却テ病原體 ハ侵入ヲ容易ナラシメ經過 ヲ不 良ニ導クモノナ リト敍べMelnikow u.

 Raswedenskow氏 等 ハ剔脾動物ノ抗菌性減弱ハ剔脾手術 ノ影響ナ リト云ヒ諸説紛々タルナ リ.

サ レド具ニ諸家 ノ業績ヲ吟味シ且ハ臨牀 上屡々急性傳染疾患ノ初期ニ脾腫ヲ招來 スルノ事實 ヲ

以 テ考 フレバ脾臓竝 ニ一般網状織内被細胞系統 ガ病原體 ノ侵入ニ對 シ何等カノ關係 ヲ有 ス可 キ

ハ容易 ニ首肯 シ得 ラル所 ナリ.

吾人ガ平素遭遇 スル急性傳染性疾患中急性汎發性腹膜炎 ハ随分多ク且時 ニ生死ヲ賭 スル危瞼

ニシテ且重篤ナル疾患 ナリ.此 疾患時ニ當 リ脾臟拉ニ一般網状織内被細胞系統 ガ如何ナル態度

ヲ保 ツモノナルヤニ關 シテハ頗 ル興味アル問題タルナ リ.然 ルニ文獻ヲ渉獵 スルニ未ダ實驗的

ニ其 ノ關係ヲ確實 ニセシモノナシ.依 リテ余ハ爰ニ本研究 ヲ企テ爾來專念幾多ノ實驗ヲ重 ネタ

ル所聊 ナガラ兩者 ノ關係 ヲ窺知 シ得タ リト信ズルヲ以 テ之ヲ報告 シ諸賢 ノ御叱 正ヲ仰 ントス.

第1章　 腹膜炎ノ病原菌

急性腹膜炎ノ病原菌ハ大腸菌,雙 球菌,連 鎖状球

菌,葡 萄状球菌竝ニ其 ノ他種々ナル嫌氣性菌ニシテ

而モ之等ガ單獨ニ發見セラルコトハ比較的稀ニシテ

混合感染ナル場合多シ. Weil (1911)氏 ハ蟲様起突

炎後ノ急性腹膜炎ニ於テ其 ノ60%ハ 大 腸菌, 19%

ハ大腸菌 ト連鎖状球菌, 4%ハ 大腸菌 卜其 ノ他 ノ桿

菌, 9%ハ 連鎖状球菌, 3.5%ハ 雙球菌, 1%ハ 葡萄

状球菌ナ リシト云ヒ, Murphy (1915)ハ 多 クノ場合

大腸菌 トGasbazillenト 同時ニ存スルモノナ リト云

ヒ, Bruett (1923)ハ107例 ノ急性腹膜炎ニ就キ其 ノ

滲出液 ハ細菌學的檢査 ヲ行 ヒ大腸菌 ト嫌氣性連鎖状

球菌 トノ混 合傳染45例,大 腸菌 ノミノモノ36例,

大 腸菌 ト好氣性菌 トハ混合傳染8例,其 ノ他 ノ好氣

性菌 ノミノモノ3例,無 菌15例 ナ リト云 ヒ,有 光氏

(1917)ハ32例 ノ腹膜炎及ビ蟲様突起周園膿瘍ニ就

キテ檢 セシガ大腸菌21例(純 粹培養12例)葡 萄状
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球菌13例(純 粹培養5例)連 鎖状球菌2例(純 粹培

養2例)雙 球菌2例(純 粹培養1例)無 菌3例,嫌 氣

性培養5例 中3例 陽性(純 粹培養1例)ナ リト云ヒ,

横 田氏(1923)ハ 白色葡萄状球菌,連 鎖状球菌,普 通

大腸菌,馬 鈴薯菌,「 インフルエ ンザ」菌,枯 草菌,

疑性破傷風菌,「 ペルフリンゲンス」菌,不 明ノ嫌氣

性及ビ好氣性菌ヲ檢出シ,松尾(1924)氏 ノ穿孔性腹

膜炎13例 ニ於ケル檢査成績ヲ見ルニ其 ノ主ナルモノ

ハ大腸菌ニシテ其ノ他ハ遙ニ小數ナル葡萄状球菌,

連鎖状球菌及ビ雙球菌ナリ.廣 瀬(1930)氏 ハ蟲様

突起炎早期手術例58穿 孔性腹膜炎ヲ併發セル78例

間歇手術例284例 ニ就キ細菌 ノ檢査ヲ行ヒ251例 ニ

於 テ ハ1種 類 ノ細 菌 ヲ49例 ニ於 テ ハ2種 類, 8例 ニ

在 リテ ハ3種 類 ノ菌 ヲ證 明 シ,他 ノ112例 ハ 無 菌 ナ

リシ ト云 ヘ リ.而 シテ純 粹 培 養 ヲ ナセ ル251例 ノ大

部 分 即 チ84.5%(急 性及 ビ慢 性 期 ヲ通 ジテ)ニ 於 テ

定 型 的 或 ハ 異 型 ノ大 腸 菌 ヲ見,之 ニ次 デ多 數 ナ リシ

ハ連 鎖 状 球 菌 簇 ニ シテ8.36%其 ノ他 ハBac. faecalis

alkaligenes (4例) Proteusbazillen (3例) Pyocyaneu

sbazillen (2例) Staphylokokken (1例)ヲ 認 メ大 腸

菌 ヲ以 テ 病 原菌 ノ主 要 ナ ル モ ノ トナセ ル モ,關 口氏

ハ該 菌 ノ病 原的 價値 ニ就 テ ハ 尚 ホ疑 ノ存 ス ル 旨 ヲ述

ぺ腹 腔 内 ニハ 嫌 氣性 ノ細 菌 ガ先 チ テ侵 入 ス ル 傾 向 ア

ル ヲ以 テ寧 ロ後 者 ヲ重 視 ス可 シ ト主 張 セ リ.

第2章　 余ノ研究方針

余ノ研究ハ既ニ緒言ニ於テ述ぺタル如ク急性腹膜

感染ニ際シ一般網状織内被細胞系統ガ如何ナル態度

ヲ保持スルカノ檢索ニ在ルヲ以テ次ノ順序ニ研究 ノ

歩ヲ進メタリ.

網状織内被細胞ハ全身 ノ諸臟器中ニ散在スレドモ

就中脾臓ハ骨髓及ピ肝臓 卜共ニ最モ多數ニ之ヲ含有

ス,從 テ脾臓ハ網状織内被細胞系統ニ屬スル最モ主

要ナル臟器ナ リ.而 シテ網状織内被細胞系ハ其 ノ存

在 ノ場所ニ從ヒ其ノ機能ヲ異ニスルハ既ニ吾人 ノ檢

知セル所ニシテ,脾 臓及ピ一般網状織内被細胞ガ急

性傳染疾患 ト密接ノ關係アルコトモ既ニ吾人ノ知 ル

所ナリ.依 リテ余ハ剔脾ヲ以テ第1實 驗 トシ,全 身

ノ網状織内被細胞系統 ノ機能封鎖ヲ以テ第2實 驗 ト

シ各々ノ場合ニ於テ腹膜ノ黄色葡萄状球菌感染ニ對

スル抵抗如何 ヲ檢セリ.

實驗動物 トシテハ牡性ノ成熟家兎ヲ使用シ同1列

實驗ニハ體重 ノ略ボ相等シキモノヲ選 ピタリ.

病原菌 トシテハ黄色葡萄状球菌ヲ用ヒタリ.這 ハ

新鮮ナル癰面 ヨリ純粹ニ分離培養シタルモノニシテ

當初ヨリ相當強毒ヲ逞セシガ更ニ數囘二十日鼠 ノ體

内ヲ通過セシメテ毒力ヲ増強シ其 ノ1mgガ 體 重10g

内外 ノ二十日鼠ヲ8時 間内ニ斃スモノトセリ.

網状織内被細胞系統ハ極 メテ複雜ナル細胞系統ニ

シテ内釀外襲 ノ諸條件ニ對シ極メテ鋭敏ナル反應ヲ

呈ス.從 テ要約ヲ異 ニスルニ從ヒ其 ノ到達スル結果

モ亦一様ナラズ.之 ヲ剔脾動物ニ就テ見ルモ剔脾後

直チニ實驗 ヲ開始センカ手術夫 レ自身ニヨル侵襲 ノ

影響甚大ナル可 ク,又 剔脾後長キ時 日ヲ經過セルモ

ノニ在 リテハ其 ノ脱落機能ハ殆 ド完全ニ他 ノ臟器 ニ

ヨリ代償セラレ共ニ脾臟機能 ノ眞相 ヲ把握スルニ困

難ナ リ.故 ニ剔脾手術 ヲ行ヘル動物ニ於テハ剔脾後

病原菌注入迄 ノ時日ノ長短ハ實驗成績 ニ重大ナル關

係ヲ有スルモノナリ.而シテ吾ガ教室諸氏ノ研究ニ

從ヘバ,剔脾後手術ニヨル影響ノ消失スルニハ術後

4-5日,脾 臟 ノ代 償 機 能 ガ他 ノ網 状 織 内被 細 胞 系 統

ニ ヨ リ營 爲 サ ル ル ニハ3-4週 日 ヲ要 ス ル モ ノ トセ

ラル.由 リテ 余 ハ 剔 脾 後6日 ノ モ ハ ヲ第1列 ト シ,

剔 脾 後45日 ノモ ノ ヲ第2列 トシ テ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

次ニ膠様物質ノ注射ニヨル網状織内被細胞系 ノ機

能封鎖實驗ニ於テハ膠様物質 ノ種類及ビ其 ノ製法ガ

重大ナル關係ヲ有スルモノニシテ就中量的關係ノ影

響ハ甚大ナリ,即 チ注射量ニシテ小ニ失センカ一般
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網状織内被細胞系統 ノ機能ハ却テ刺戟ノ状態ニ置カ

ル可ク,從 テ全ク反對 ノ成績ニ到達スペシ.加 之封

鎖實驗 ト稱スルモノモ全身ノ網状織内被細胞系統ヲ

完全ニ封鎖 スルコトハ元ヨリ不可能ナル手技 ニ屬 ス

ルヲ以テ吾人ハ “可能ナル範圍ニ於ケル最高度ノ封

鎖 ” ニテ満足セザル可ラザル場合多 シトス.故 ニ

最高度封鎖状態 ト尋常状態 トノ間ニ種々ナル階梯 ノ

存スルヤ當然ニシテ之等ニ無關心ニ實驗ヲ行ヘバ其

ノ成績ニモ亦大ナル誤差ノ生ズルヤ必セ リ.尚 ホ此

問題 ニ關 シ我ガ教室 ノ天野氏ハ詳細ナル業績ヲ發表

ス.依 リテ余ハ天野氏ニ做ヒ「ユラルゴール」溶液 ヲ

以テ網状織内被細胞系統 ノ機能 ヲ封鎖 シタルモノヲ

第1列 トシ,剔 脾後残餘 ノ網状織内被細胞系統ヲ更

ニ大量 ノ「コラルゴール」溶液ニテ封鎖 シタルモノヲ

以テ第2列 トシテ實驗セ リ.斯 クテ各々ニ就キ病原

菌ヲ注入 シ自然死迄 ノ時日ノ長短 ヲ以テ抗菌力ノ強

弱ヲ定 メ死後ハ直チニ剖檢 シテ腹膜感染 ノ進行度 ヲ

肉眼的竝 ニ組織學的觀察シ後更 ニAdler-Reimann氏

法 ニ倣ヒ「トリパン」青溶液ヲ以テ一般網状織内被細

胞機能 ノ消長ヲ測定シタリ.

第3章　 脾臟ノ存否及ビ一般網状織内被細胞系統ノ態度 ト

實驗的急性汎發性腹膜炎ノ病原菌量 トノ關係

脾臟 ノ存否及 ビ一般網状織内被細胞系統機能ノ完全或 ハ不完全ガ實驗的急性汎發性腹膜炎 ノ

發現程度,換 言スレバ病原菌量ニ如何ナル影響 ヲ及ボスカテ窺知 セン トシテ次ノ實驗ヲ行 ヒタ

リ.余ノ所謂急性汎發性腹膜炎 トハ病原菌注入後4-6日 間生存 シ剖檢上腹膜 ニ瀰蔓性急性炎症

ヲ惹起 セル程度 ノモノヲ言フナ リ.

第1節　 正常家兎ニ於 ケル實驗

實驗材料.體 重2kg内 外ノ健康ナル牡性白色家兎ヲ選 ビ飼料ハ一定量 ノ豆腐滓及 ビ雪花菜

ヲ以テセリ.

病原菌株ハ癰面ノ膿 ヨリ純粹ニ分離培養 セル黄色葡萄状球菌(以 下單ニ病原菌 ト呼 ブ)ニ シ

テ後更 ニ數囘二十日鼠ノ體内テ通過 セシメ其 ノ1mgガ 體重10g内 外 ノ二十日鼠 ヲ8時 間以内

ニ斃 シ得ル迄其 ノ毒力ヲ増強 シタ リ.而 シテ病原菌毒力ノ差異 ハ直チニ實驗成績 ニ誤差テ招來

スルテ以テ常二注意 シテ毒力ノ變動ヲ防止シ常ニ上記 ト略ボ同一毒力 ヲ有 スルモノヲ以テ實驗

ヲ終始 セリ.

實驗 方法.供 試家兎 ヲ5群 ニ分 チ悉 ク10時 間以上絶 食 セ シメタル後 無麻醇 ニテ仰 臥位 ニ固

定 シ上腹部 ノ被毛 ヲ剃除 シ,沃 度丁幾 及 ビ次 亞硫酸「アル コホル」テ以 テ消毒 シ嚴 重 ナル無菌的

操 作 ノ下 ニ上腹 部正中線 ニ於 テ臍下 ニ長 サ2-3cmノ 切 開 ヲ加 へ特製 ノ注入器(10g内 容 ノ硝

子 製注 射器 ノ尖端 ニ長 サ10cm餘 ノ硬 「ゴム」細管 ヲ密 着 セ シメタルモ ノ)ヲ 用 ヒ家 兎體 重1kg

ニ對 シ第1群 ニハ14mg,第2群 ニハ12mg ,第3群 ニ ハ10mg,第4群 ニハ8mgノ 病 原菌 テ

2.0ccノ 「ブイヨン」ニ浮游 セ シメ完 全 ナル乳劑 トナ シ腹腔 内 ニ注 入セ リ.

對 照實驗 トシテハ前同様 ノ操作 ニヨ リ單 ニ家兎體重毎kg2ccノ 「ブイヨン」ヲ腹腔 内 ニ注 入

シタ リ.
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斯 クテ注入セシ液 ノ漏出 セザル様速ニ腹壁ヲ密縫 シ且輕ク腹部ヲ按摩 シテ菌液ノ平等 ナル播

布ヲ計 レリ.其 ノ後之等 ノ家兎ハ同一要約 ノ下 ニ放飼 シ自然死ニ至ル迄 ノ時 日ノ長短ニヨリ抗

菌カノ強弱 ヲ定 メ,又 死後ハ直チニ開腹剖檢 シテ腹膜炎成立ノ程度 ヲ定 メ且肝臟片,脾 臟,腎

臟及 ビ腸間膜淋巴腺 ヲ剔出 シ10%「 フオルマリン」液中ニ貯藏 シ「ツエロイヂン」包埋ヲ行 ヒ10

「ミクロン」ノ切片ヲ作 リ「ヘマ トキシリン.エオ ジン」複染色ヲ行 ヒ病變 ノ度 ヲ檢鏡 セリ.

第1表　 正 常 家 兎 ニ 於 ケ ル 實 驗
× 死 亡
Ｏ 生 存

病原菌注入後家兎ハ暫時ニシテ不食不活溌 トナ リ目ヲ閉ヂテ坐臥 ス.斯 クテ家 兎體重毎kg14

mgノ 菌量ヲ注入 シタルモノハ36時 問 ヲ出デザルニ悉ク斃 レ所要ノ觀察 ニ堪 ヘザルモ12mgノ

菌量ヲ注入シタルモノハ4-6日 ノ後死亡セリ.而シテ何 レモ剖檢上明カニ急性汎發性腹膜炎 ノ

成立ヲ認ム.之 ニ反 シ家兎體重毎kg10-8mg注 入例ニ在 リテハ症状 ノ發來遅 ク且不確實 ニシ

テ10日 以上生存 セリ.

尚ホ剖檢竝ニ組織學的所見ハ各群 ハ家兎各々ニ就 キ記載ス可カリシモ這ハ啻 ニ煩雜ニ失 スル

ノミナラズ所期ノ目的ニ叶ヘル家兎群ニ於テモ其 ノ所見殆 ド大同小異ニシテ特筆
ス可キ差異ヲ
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發見 シ能 ハザ リシヲ以テ其 ノ内ノ3頭 ニ就 キ詳述 シ他ハ概ホ之ヲ省略スルコ トトセリ.

體重毎kg12mgノ 病原菌 ヲ注入シタル家兎ニ於クル剖檢竝 ニ組織學的所見

家兎番號1.體 重1.95kg,注 入菌量23.4mg,生 存 日數6日

剖檢所見.腹 腔ヲ開 クニ體壁腹膜 ノ充血高度ニシテ特ニ手術創ノ部分ハ紫紅色 ノ斑點 トナ

リ大網膜及 ビ小腸ノ一部 ト繊維性 ニ癒着セリ.肝 臟,胃 ノ周圍,大 網膜ニハ大小 ノ膿塊附着 シ

骨盤腔内ニハ淡紅褐色 ノ滲出液 ヲ容 レ,腸 管ハ瓦斯ヲ以テ一般 ニ膨脹 セリ.脾 臟 ハ胃ノ底部 ト

繊維素性ニ癒着 シ被膜 ハ粗〓ナリ.質 軟 ク割面ハ暗紅色ヲ呈シ著 シク血量ニ富ム,肝 臓被膜モ

繊維素ノ附着セルタメ表面粗〓 ニシテ著 シク鬱血 ス,質 柔軟,割 面ハ暗赤色ヲ呈 シ血量ニ富 ム,

寄生蟲ヲ認 メズ.膵 臟 ハ汚穢白色 ヲ呈シ光澤 ヲ失 ヒ質軟 シ.腎 臟ノ被膜ハ左右共繊維素ノ附着

セルタメ表面粗〓,被 膜 ヲ剥離スルニ實質 ハ暗紫色ヲ呈 シ,軟 ク割面ヲ觀ルニ兩質 ノ境不明,

腎盂粘膜ノ細血管ハ充血ス,腸 間膜淋巴腺 ハ何 レモ腫大 シ色汚穢白色光澤 ヲ失 ヒ質柔軟ナ リ.

組織學的所見

肝臟.中 心静脉及 ビ其 ノ附近ノ血管ハ一般ニ強ク擴張 シテ赤血球ヲ容ル.爲 メニ小葉中心

部 ノ肝細胞 ハ壓迫萎縮ニ陷 リ又輕度 ノ脂肪浸潤ヲ現 ス. Kupffer氏 星芒細胞ハ増殖肥大セリ.

間質ニハ所々ニ小圓形細胞浸潤ヲ認ム.膽 管ハ擴張 セリ.蟲 卵 ヲ認 メズ.

脾臟.傳 染脾 ノ像 ヲ呈ス.即 チ散在性 ニ而モ無數ニ大サ粟粒大迄 ノ小顆粒状 ヲ呈 ス.而 シ

テ該顆粒ノ中心 ニ於 ケル細胞ノ核ハ殆 ド崩壊 シテ染色度ヲ失 ヒ其 ノ外廓 ニハ淋巴球及 ビ多核 白

血球 ヲ主 トスル浸潤層ヲ認ム.絲 毬體ハ一般 ニ強ク腫大 シ主管 モ強 ク腫脹 ス.「 ヘンレー」氏蹄

係内ニハ「エオ ジン」ニ濃染 スル硝子様物質及 ビ上皮細胞ノ剥脱 セルモノ,或 ハ白血球 ノ游出 シ

テ絮状 ヲ呈スルモノヲ容ル.間 質ハ差 シテ増殖 セザルモ壊死竈附近ニ於 テハ輕度乃至 中等度 ノ

小圓形細胞浸潤 アリ.

腸間膜淋巴腺.一 般 ニ充血強 ク臚胞 ハ壊死 シ其 ノ部ノ細胞核ハ染色度 ヲ失ヘ リ.

家兎番號2.體 重1.97kg,注 入菌量23.6mg,生 存日數4日

剖檢所見.腹 壁ヲ開クニ體壁腹膜 ノ充血高度ニシテ手術創部ハ大網膜及ビ腸管 ノ一部 ト固

ク癒着 セリ.肝 臟及 ビ大網膜 ニハ大小 ノ膿塊附着セリ.腸 管ハ瓦斯ヲ以テ高度ニ膨脹 セリ.脾

臟 ハ胃ノ底部 ト繊維素性 ニ癒着 シ被膜粗〓ナ リ.質 柔軟,割 面ハ暗紅色ヲ呈 シ血量 ニ富ム.肝

臟被膜 モ繊維素ノ附着セルタメ表面一般 ニ粗〓 ニシテ著 シク鬱血ス.割 面ハ暗赤色ヲ呈 シ血量

ニ富 ム.寄 生蟲 ヲ認 メズ.膵 臟 ハ汚穢白色 ヲ呈 シ質柔軟.腎 臟左右共被膜 ハ繊維素附着 シ表面

粗〓ナ リ.皮 膜ヲ剥脱スルニ實質 ハ暗紫色ヲ呈シ軟柔,割 面ヲ觀ルニ兩質 ノ境著明ナラズ.腎

孟 ノ細血管 バ一般 ニ怒張 セリ.腸 間膜淋巴腺 ハ腫大 シ汚穢白色ヲ呈 シ光澤ヲ失 ヒ質柔軟.

組織學的所見

肝臟.中 心静脉 ノ周圍ニ在ル細血管悉ク強ク擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル,爲 ニ該部 ノ肝細胞

ハ壓迫萎縮 ニ陷 リ,又 輕度 ノ脂肪浸潤 ヲ現 ス. Kupffer氏 星芒細胞ハ増殖肥大セ リ.又 肝小葉
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間 ニハ小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 ム.膽 管バ一般 ニ擴張 セリ.

脾臟.傳 染脾ノ像ヲ呈ス.即 チ被膜及ビ脾材ニハ別 ニ肥厚 ヲ認メザルモ臚胞ハ散在性 ニシ

テ胚中心ハ著明 ニ擴大セリ.脾 髓 ハ増殖 シ白血球淋巴球 ノ出現強度 ナリ.而 シテ脾内網牀織内

被細胞ハ著 シク増殖 シ赤血球 ノ溢出亦夥 シ.

腎臟.所 々ニ膿瘍ノ形成アリ.絲 毬體ハ強 ク腫 大シ其ノ或 ル者ニ於テハ毛細血管 ノ擴張著

明ナ リ.又 或ル者ニ於テハ「ボウマ ン」氏嚢上皮ノ剥脱セルヲ認ム.主 管 ノ上皮 ハ一般ニ腫大 シ

其ノ或ル者 ハ管腔内ニ剥脱セル上皮ノ絮状片 トナルモノヲ容ル.「 ヘ ンレー」氏小管内ニモ敍上

ノ如キ變化ヲ認 ム.其 ノ他比較的大ナル血管バ一般 ニ強ク擴張 シ赤血球 ヲ容ル.間 質 ニハ所々

ニ輕度乃至中等度ノ小圓形細胞浸潤 アリ.

腸間膜淋巴腺.充 血高度 ニシテ中心部ニ於 ケル臚胞ハ壊死 シ其 ノ部ノ細胞核ハ染色度 ヲ失

ヘリ.

家兎番號3.體 重1.90kg,注 入菌量23.9mg,生 存 日數5日

剖檢所見.開 腹スルニ體壁腹膜 ハ高度ニ充血シ手術創部 ハ大網膜及 ビ小腸ノ一部 ト繊維素

性ニ固 ク癒着セリ.肝 臟胃及 ビ腸管ノ表面ニハ大小 ル膿塊附着セリ.腸 管ハ瓦斯ヲ以テ中等

度ニ膨脹 ス.骨 盤腔内ニハ淡紅褐色 ノ滲出液 ヲ容 ル.脾 臟ハ胃ノ底部 ト繊維素性 ニ輕 ク癒着

シ被膜ノ表面ハ粗〓 ナリ.質 柔軟,割 面ハ暗紅色 ヲ呈 シ著 シク血量ニ富 ム.肝 臟 ハ多少腫大

シ被膜 ハ粗〓 ニシテ鬱血著 シ.質 柔軟ニシテ割面ハ暗赤色ヲ呈 シ血量ニ富ム.寄 生蟲等 ヲ認 メ

ズ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部ノ細血管 ハ悉 ク強ク擴張 シテ赤血球 ヲ容ル.爲 ニ該部ノ肝細胞ハ壓迫萎

縮ニ陷 リ又輕度 ノ脂肋變性ヲ現ス. Kupffer氏 星芒細胞 ハ増殖肥大セ リ.間 質ノ所々ニ小圓形

細胞浸潤ヲ認ム.膽 管バ一般ニ擴張ス.蟲 卵 ヲ認 メズ.

脾臟.傳 染脾 ノ像ヲ呈ス.而 シテ其ノ所見ハ第1番 ニ近似ス.即 チ臚胞ハ散在性 ニ認 メラ

レ胚中心ハ擴大 セリ.脾 髓ハ強ク増殖 シ白血球,淋 巴球ノ出現強度ナ リ.脾 内網状織内被細胞

ハ増殖シ赤血球ノ溢出亦夥 シ.

腎臟.所 々ニ膿瘍ノ形成 アリ其 ノ所見亦第1番 ニ近似ス.郎 チ絲毬體 ハ強ク腫大ス.主 管

モ強ク腫脹ス.「 ヘンレー」氏蹄係内ニハ「エオ ジン」ニ好染 スル硝子様物質及 ビ上 皮ノ剥脱 セル

モノヲ見ル.間 質ニハ小圓形細胞浸潤ヲ認ム.

腸間膜淋巴腺.充 血強ク臚胞ハ壊死シ其ノ部 ノ核ハ染色度ヲ失 フ.

對照實驗

家兎番號1.體 重2.0kg,「 ブイヨン」40cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.開 腹スルニ體 壁腹膜バ一般ニ蒼白ニシテ創部ノ腹膜 ノミ輕度 ニ潮紅ス.腸 管相

互ハ癒着,腸 間膜淋巴腺ノ踵脹ナク.大 網脂肪組織 ノ發育佳良ナリ.腹 腔内ニハ異状液ナ シ.
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組織學的所見

肝臟,脾 臟,腎 臟及 ビ腸間膜淋巴腺 ニ輕度ノ充血 ヲ認 ム.

家兎番號2.體 重2.00kg,「 ブイヨン」4cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.腹 部ヲ開クニ體壁腹膜バ一般 ニ蒼白ニシテ癒着ナシ.鼓 腸,腸 間膜淋巴腺 ノ腫

大 ナシ.大 網脂肪組織ノ發育良好ニ シテ腹腔内ニハ異常液 ノ潴溜 ヲ認 メズ.

組織學的所見

肝,脾 及 ビ腸間膜淋巴腺等 ニ極 メテ輕度 ノ充血ヲ認ムルニ過 ギズ.

以上ノ實驗ニ依 リ正常家兎ニ急性汎發性腹膜炎ヲ惹起 セシメ,而モ4-6日 間 ノ觀察ニ堪 フル

モノヲ獲ルニハ前記ノ如キ毒力ヲ有 スル病原菌(即 チ其 ノ1mgガ 體重10g内 外ノ二十日鼠ヲ

8時 間以内ニ斃死セシムルモノ)ヲ以テスル時ハ家兎體重1kgニ 對 シ12mgガ 適量ナルヲ確 メ

得タリ.

第2節　 剔脾後6日 ノ家兎 ニ於 ケル實驗

剔脾後6日 ヲ經過 シタル家兎ノ腹腔ニ正常家兎實驗ニ使用 シタル ト同株 ニシテ且同一毒力ヲ

有 スル黄色葡萄状球菌ヲ體重1kgニ 對 シ6mg, 5mg, 4mgノ 割 ヲ以テ前節同様ノ操作ヲ以

テ注 入シ自然死迄 ノ時 日ノ長短ヲ觀測ス.又 死後 ハ直チニ開腹 シテ腹膜炎成立 ノ程度 ヲ檢索 セ

リ.對 照 ハ本實驗 ト同一ニ處置セル家兎ノ腹腔ニ體重毎kg2.0ccノ 「ブイヨン」ノミヲ注入 シ

テ實驗 セリ.

脾臟剔出手術 々式.家 兎ノ空腹時無麻醉ニテ四肢 ヲ固定 シ腹部 ノ被毛 ヲ剃除 シ,沃 度丁幾,

次亞硫酸「アルコホル」ヲ以テ消毒 シ嚴重ナル無菌的操作ノ下 ニ左側直腹筋切開ヲ行 ヒ深在 ノ脾

臟 ヲ腹壁外ニ持 チ來 リ膵臟 ヲ注意 シツツ脾臟ニ出入スル血管ヲ個 々ニ全部結紮 シ被膜 ヲ障碍 セ

ズ完全ニ剔出ス.腹 壁 ハ2重 縫合 ヲ以テ閉鎖 セリ.術 後第6日 ニ菌液 ヲ腹腔 ニ注入 スルニ暫時

ニシテ家兎ハ不食不活溌 トナリ坐臥ス.而 シテ體重毎kg6mgノ 病原菌 ヲ注入シタルモノハ48

時間ヲ出デザルニ悉 ク斃 レ所要ノ觀察ニ堪ヘズ.體 重毎kg5mgノ 病原菌注入例 ニ在 リテハ無

慾症状ヲ呈 シナガラモ5-6日 生存 シ遂 ニ昏睡ノ儘死亡 セリ.而 シテ何 レモ剖檢 上明 カニ腹膜

炎 ノ成立ヲ認 メタリ.然 レドモ體重毎kg4mgノ 病原菌 ヲ注入 シタル例 ハ症状 ノ發來遲ク且不

確實 ニシテ10日 以上ニ亙 リ生存セ リ.

對照例ハ當初 ヨリ殆 ド無症状 ニ經過セ リ.

體重毎kg5mgノ 病原菌ヲ注 入シタル家兎ノ剖檢竝 ニ組織學的所見

剖檢竝 ニ組織學的所見ハ各々殆 ド近似セルヲ以テ代表的ニ2-3頭 ニ就キ詳記 スルコ トトセ

リ.
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第2表　 剔 脾 後6日 ノ 家 兎 ニ 於 ケ ル 實 驗
× 死 亡
○ 生 存

家兎番號1.體 重2.0kg,注 入菌量10mg,生 存 日數5日

剖檢所見.開 腹スルニ體壁腹膜 バ一般 ニ著 シク發赤 シ殊 ニ手術創部ノ腹膜 ハ大網膜及 ビ腸

管ノ一部 ト繊維素性 ニ癒着セ リ.肝 臟,胃,大 網膜及 ビ腸管 ノ所々ニハ大小ノ膿塊附着 シ,腸

管ハ瓦斯ヲ以テ膨脹 シ骨盤腔内ニハ淡紅色ノ滲出液 ヲ容ル.肝 臟 ハ多少腫大シ被膜 ニハ繊維素

ノ附着セルタメ粗〓,割 面ハ暗赤色ヲ呈シ著 シク血量 ニ富 ム.寄 生蟲ヲ認 メズ.膵 臟 ハ大網膜

ト固ク癒着シテ正常ノ形 ヲ失 ヒ汚穢白色ニシテ光澤 ナシ.腎 臟ハ左右共被膜 ハ繊維素ノ附着セ

ルタメ粗〓實質ハ暗紫色ヲ呈 シ軟ク割面ヲ見 ルニ兩質 ノ境明 ナラズ.腎 盂ノ血管ハ怒張 セリ.

腸間膜淋巴腺ハ腫大 シテ質軟 ク汚穢白色ヲ呈 シ光澤ヲ失ヘ リ.

組織學的所見

肝臟.中 心静脉 其ノ他小葉中心部 ノ細 血管ハ高度 ニ擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.之 ガ爲 メ其

ノ部 ノ肝細胞ハ壓迫萎縮ニ陷 ル.又 所々ニ輕度 ノ脂肪浸潤ヲ認ムKupffer氏 星芒細胞 ハ増殖肥

大 セリ.間 質ニハ小圓形細胞浸潤 アリ.膽 管 ハ一般 ニ擴張ス.寄 生蟲卵 ヲ認 メズ.

腎臟.所 々ニ小膿瘍 ヲ形成 ス.絲 毬體 ハ高度ニ腫大 シ主管 モ強 ク腫脹ス.「 ヘ ンレー」氏蹄

係内ニハ「エオ ジン」ニ好染 スル硝子様物質及 ビ上皮ノ剥離 セルモノヲ容 ル.間 質 ニハ小圓形細
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胞浸潤アリ.

腸間膜淋巴腺.充 血高度 ニシテ臚胞ハ一部ハ壊死 シ核 ハ染色度ヲ失 フ.

家兎番號2.體 重1.80kg,注 入菌量9.0mg,生 存日數5日

剖檢所見.開 腹スルニ體壁腹膜 ハ高度 ニ發赤 シ殊 ニ手術創部ニハ紫斑 ヲ生 ジ剩 へ大網膜及

ビ小腸ノ一部 ト癒着セ リ.肝 臟,胃 及 ビ大網膜 ノ所々ニハ大小 ノ膿塊附着 シ腸管 ハ瓦斯ヲ以テ

一般ニ膨満 セリ.骨 盤腔内ニハ淡紅褐色ノ滲出液 ヲ容ル.肝 臟 ハ腫大鬱血ス.被 膜ニハ繊維素

ノ附着セルタメ粗〓,割 面ハ暗赤色 ヲ呈シ著 シク血量ニ富 ム.寄 生蟲 ヲ認 メズ.膵 臟ハ胃底 ト

癒着 シ汚穢白色 ニシテ光澤 ヲ失 ヒ質柔軟ナリ.腎 臟左右共被膜ニハ繊維素ノ附着 セルタメ表面

粗〓,被 膜ヲ剥離スルニ實質ハ暗紫色 ヲ呈 シ星芒静脉 ノ像著明.割 面ヲ觀ルニ兩質 ノ境界明力

ナラズ.腎 盂粘膜 ノ細血管ハ高度ニ怒張 セリ.腸 間膜淋巴腺何 レモ高度ニ腫大 シ汚穢 白色 ヲ呈

シ光澤 ヲ失 ヒ,質 柔軟ナリ.

組織學的所見

肝臟.肝 小葉中心部ノ血管 ハ何 レモ高度ニ擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.之 ガタメ該部 ハ肝細

胞ハ壓迫萎縮ニ陷 リ又所々ニ脂肪浸潤 ヲ現 ス. Bupffer氏 星芒細胞バ一般 ニ増殖肥大セ リ.間

質ニハ所々ニ小圓形細胞浸潤 ヲ認ム.膽 管ハ一般 ニ擴張 ス.

腎臟.所 々ニ小膿瘍ノ形成アリ.絲 毬體 ハ一般ニ強 ク腫大 シ核ニ富 ム.其 ノ或ルモノハ毛

細血管ノ擴張著明ナ リ.主 管モ強ク腫脹 ス.「ヘンレー」氏蹄係内ニハ「エオ ジン」ニ好染スル硝

子様物質及 ビ上皮ノ剥脱 セルモノヲ容ル.間 質 ノ所々ニ小圓形細胞浸潤 アリ.

腸間膜淋巴腺.充 血一般ニ強ク中心部ノ臚胞ハ壊死 シ核 ノ染色不明.

家兎番號3.體 重1.90kg,注 入菌量9.5mg,生 存 日數6日

剖檢所見.開 腹スルニ體壁腹膜ハ著 シク發赤 シ殊ニ手術創部 ハ大網膜及 ビ小腸ノ一部 ト癒

着ス.肝 臟,胃,大 網膜,腸 管ノ所々ニ大小 ハ膿塊附着 ス.腸 管 ハ瓦斯ヲ充 シ高度 ニ膨満セリ.

骨盤腔内ニハ血膿性ノ滲出液ヲ容ル.肝 臟 ハ著 シク鬱血シ腫大ス.被 膜ハ繊維素ノ附着セルタ

メ粗〓ニシテ質柔軟,割 面ハ暗赤色ヲ呈シ著 シク血量ニ富ム.寄 生蟲 ヲ認 メズ.膵 臟 ハ汚穢白

色ヲ呈 シ光澤ヲ失 ヒ質極 メテ柔軟ナ リ.腎 臟左右共被膜ハ繊維素ノ附着セルタメ表面粗〓,實

質ハ暗紫色ヲ呈 シ軟 シ.割 面ヲ觀ルニ兩質 ノ境界不明,腎 盂粘膜 ノ細血管ハ充血ス.腸 間膜淋

巴腺ハ何 レモ腫大 シ汚穢白色ニシテ光澤 ヲ失 ヒ質極 メテ柔軟ナ リ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部 ノ細血管 ハ何 レモ強 ク擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容 ル.爲 ニ該部ノ肝細胞ハ壓

迫萎縮 ニ陷 リ又所 々ニ脂肪浸潤ヲ現 ス. Kupffer氏 星 芒細胞ハ一般 ニ増殖肥大 セリ.間 質 ノ所

所 ニハ小圓形細胞浸潤 ヲ認ム.膽 管ハ一般 ニ擴張 セリ.蟲 卵等 ヲ認 メズ.

腎臟.所 々ニ小膿瘍 ノ形成アリ.絲 毬體,主 管,「 ヘンレー」氏蹄係及 ビ間質ハ所 見第1番

ノ家兎ニ近似ス.
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腸間膜淋巴腺.充 血強ク中心部ノ臚胞 ハ壊死ス.

對照實驗

家兎番號1.體 重2.00kg,「 ブイヨン」4.0cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜バ一般ニ蒼白ニシテ腹腔内ニハ異常ナル滲出液 ノ潴溜ヲ見ズ.皷 腸,

腸間膜淋巴腺 ノ腫脹等ヲ認 メズ.

組織學的所見

肝,腎,腸 間膜淋巴腺ニ輕度 ノ充血ヲ認 ムルニ過ギズ.

家兎番號2.體 重1.90kg,「 ブイヨン」3.8cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜バ一般ニ蒼白ニシテ腸管相互ノ癒着及 ビ腹腔内ニ異常ナル滲出液ノ潴

溜等ヲ認 メズ.

組織學的所見

肝,腎 及 ビ腸間膜淋巴腺ニ輕度ノ充血ヲ見ルノミ.

以上 ノ剖檢竝ニ組織學的所見ニヨリ剔脾後6日 ヲ經過セル家兎ニ急性汎發性腹膜炎 ヲ惹起 セ

シメ而モ4-6日 間ノ觀察ニ堪 フルモノヲ獲ルニハ前記病原菌(即 チ黄色葡萄牀球菌ニ シテ其 ノ

1.0mgガ 體重10g内 外ノ二十日鼠 ヲ8時 間以内ニ斃死セシムルモノ)ノ 體重毎kg5.0mgノ

腹腔内注入ヲ要 スルコトヲ確知 シ得 タリ.而 シテ敍上ノ操作ニヨリテ發來スル腹腔内ノ病變ハ

正常家兎ニ同株病原菌 ヲ體重毎kg12.0mgヲ 注入セシ例ニ發現セシト近似ノモノナ リ.

第3節　 剔脾後45日 ノ家兎 ニ於 ケル實驗

次ニ剔脾後45日 ヲ經過 シタル家兎 ノ腹腔 ニ前同様ノ操作ニヨリ體重毎kg12mg, 10mg,

 8mgノ 同株病原菌ヲ注入 シ前同様 ノ實驗ヲ試 ミタ リ.其 ノ成績下 ノ如 シ.

菌液注入後第1群 ハ48時 間ヲ出デザルニ悉ク斃死 シ所要ノ觀察 ヲ遂 グル コト能 ハズ.而 シ

テ第2群 即チ體 重毎kg10mgノ 病原菌注入例 ニ於 テハ其 ノ内1頭72時 間以内ニ斃 レシモ他

ハ5-6日 生存 シタ リ.第3群 ニ於 テハ症牀 ノ發來遲ク且不確實ニシテ10日 以上ニ亘 リ生存 セ

リ.

體重毎kg10mgノ 病原菌ヲ注入 シタル家兎ニ於 ケル剖檢竝ニ組織學的所見

家兎番號1.體 重2.10kg,注 入菌量2.1mg,生 存日數5日

剖檢所見.開 腹 スルニ體壁腹膜 ノ發赤極 メテ高度 ニシテ殊ニ手術創部 ノ腹膜 ハ大網膜 ,小

腸ノ一部 ト密着セリ.肝 臟,胃,大 網膜及 ビ腸管 ノ所々ニ大小膿塊ノ附着 セルヲ認 ム.腸 管 ハ

瓦斯ヲ以 テ中等度ニ膨脹 セリ.骨 盤腔内ニハ血膿性ノ滲出液ヲ容ル.肝 臟 ハ腫大 シ著 シク鬱血

ス.質 柔軟.被 膜 ニハ繊維素 ノ附着 セルタメ粗〓.割 面ハ暗紅色 ラ呈シ血量 ニ富ム.寄 生蟲 ヲ

認 メズ.膵 臟ハ胃底 ト癒着 シ色汚穢白色ニシテ光澤 ヲ失 ヒ質柔軟.腎 臟 ノ被膜ニモ輕度 ニ繊維
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第3表　 剔脾後45日 ヲ經過 セル家兎ニ於ケル實驗
× 死 亡
Ｏ 生 存

素附着セルタメ粗〓,被 膜 ヲ剥離スルニ實質ハ暗紫色ヲ呈 シ柔軟剔面ヲ觀ルニ兩質ノ境界明カ

ナラズ.腎 盂粘膜ノ細血管ハ怒張ス.腸 間膜淋巴腺 ハ著 シク腫大 シ汚穢 白色ヲ呈 シ光澤 ヲ失 ヒ

質柔軟ナ リ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部ノ細血管 ハ強ク擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.中 心静脉周圍 ノ肝細胞ハ壓迫

萎縮 ニ陷 リ又所々ニ脂肪浸潤ヲ呈 ス. Kupffer氏 星芒細胞 ハ一般 ニ増殖肥厚ス.肝 小葉間ニハ

小圓形細胞浸潤ヲ認ム.膽 管ハ一般 ニ擴張 セリ.蟲 卵等ヲ認 メズ.

腎臟.所 々ニ膿瘍 ヲ形成 ス.絲 毬體ハ強 ク腫大シ主管 モ一般 ニ強ク腫脹 ス.「ヘ ンレー」氏

蹄係内ニハ白血球ノ游出セルモノヲ見ル.間 質ニハ中等度 ノ小圓形細胞浸潤 アリ.

腸間膜淋巴腺.充 血強ク臚胞ハ壊死 シ其 ノ部ノ核ハ染色度 ヲ失 フ.

家兎番號3.體 重2.10kg,注 入菌量21mg,生 存 日數6日

剖檢所見.體 壁腹膜 ハ一般 ニ高度 ニ發赤 ス.特 ニ手術創部ハ大網膜 及ビ腸管 ノ一部 ト繊維

素性 ニ癒着ス.肝 臓,胃,大 網膜及 ビ腸管ノ所々ニハ大 小ノ膿塊附着 セリ.腸 管ハ瓦斯ヲ以 テ

一般ニ膨脹 ス.骨 盤腔ニハ血膿性ノ滲出液 ヲ容ル.肝 臟 ハ可ナ リ肥大シ著 シク鬱血ス.被 膜ニ

ハ繊維素 ノ附着 セルタメ粗〓.質 柔軟.割 面ハ暗赤色ヲ呈 シ血量ニ富 ム.寄 生蟲 ヲ認 メズ.腎

臟ノ被膜ニハ繊維素ノ附着セルタ メ表面粗〓.實 質ハ暗紫色ヲ呈 シ柔軟.割 面ニ於 ケル兩質 ノ

境 界不明.腎 盂粘膜ノ充血著明.腸 間膜淋巴腺ハ著 シク腫大 シ汚穢 白色 ヲ呈 シ光澤ヲ失 ヒ質柔
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軟ナ リ.

組織學的所見

肝臟.中 心静脉及 ビ小葉中心部 ノ血管 ハ強ク擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.之 ガタメ該部ノ肝

細胞 ハ壓迫萎縮 ニ陷 リ所々ニ脂肪浸潤ヲ認 ム. Kupffer氏 星芒細胞 ハ一般ニ増殖肥大セ リ.間

質 ニハ所 々ニ小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認ム.膽 管 ハ一般 ニ擴張 セリ.寄 生蟲卵等ヲ認 メズ.

腎臟.所 々ニ小膿瘍ヲ形成ス.絲 毬體ハ著 シク腫大 シ主管モ亦腫脹 ス.「ヘ ンレー」氏蹄係

内ニハ白血球夥シク游出 セリ.間 質ニハ小圓形細胞浸潤 ヲ認 ム.

腸間膜淋巴腺.充 血高度ニシテ中心部ノ臚胞ハ壊死 シ其 ノ部ノ細胞核ハ染色度 ヲ失 フ.

對 照實驗

家 兎番號1.體 重1.90kg,「 ブ イヨン」3.8cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜 バ一般 ニ蒼 白 ニシテ腹腔 ニ異常 ナル液 ノ潴溜 ナ シ.皷 腸,腸 間膜淋 巴

腺 ノ腫脹 ヲ認 メズ.

組 織學的所 見

肝,腎 竝 ニ腸間膜淋巴腺 ニ輕度 ノ充血 ヲ認 ムル ノミ.

家 兎番號2.體 重1.90kg,「 ブ イヨン」3.8cc注 入, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜 バ一般 ニ蒼 白,腹 腔 ニ異常 ナル液 ノ潴溜 ナ シ.皷 腸,腸 間膜淋巴腺 ノ

腫脹等 ナ シ.

組織學的所見

肝,腎 及 ビ腸間膜淋巴腺等ニ輕微ナル充血ヲ認ムルニ過 ギズ.

以上ノ剖檢竝ニ組織學的所見ニ依 リ剔脾後45日 ヲ經過セル家兎ニ於テ 前述正常家兎實驗ニ

使用セル ト同一毒力ヲ有スル同株 ノ病原菌 ヲ用 ヒ急性汎發性腹膜炎ヲ惹 起セシメ4-6日 生存

スルモノヲ獲ルタメニハ體重1kgニ 對 シ10mgノ 病原菌ノ腹腔注入ヲ必要 トス.而 シテ其ノ

病變ハ正常家兎ニ體重毎kg12mgハ 病原菌ヲ注 入セル場合ニ惹起 サル病變像 ト近似セルモノ

ナルコトヲ確 メ得タリ.

第4節　 網状織 内被 細胞機 能封鎖家兎 ニ於 ケル實驗

網状織内被細胞機能封鎖材料 トシテ余 ハ 「コラルゴール」ヲ使用 シタリ.即 チ天野氏 ニ倣 ヒ

「コラルゴール」ノ粉末ヲ最モ入念ニ乳鉢中ニ於 テ細碎 シ之ヲ0.85%食 鹽水中ニ1%ノ 割ニ乳劑

トナシ充分振盪 セル後徐々ニ過濾 シ其 ノ濾液ヲ着色硝子罎中ニ集 メ密栓ヲ施 シ滅菌 シタルモノ

ヲ使用セ リ.使 用時更ニ充分振盪攪拌 シ平等 ナル分散相 トナシ家 兎體重1.kgニ 對 シ0 .65cc宛

3日 間連續 シテ静脉内ニ注入 セリ.

實驗方法.體 重2.0kg内 外ノ牡性白色家兎ヲ用 ヒ10時 間以上絶食セシメタル後1%「 コラ

ルゴール」溶液體重毎kg0.65ccヲ3日 間連績 シテ耳周邊静脉内ニ注入 シ其 ノ翌 日第1節 ニ述
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べタル ト同一操作ニヨリ正常家兎例 ニ使用 セル ト同一毒力 ヲ有スル同株 ノ黄色葡萄状球菌 ヲ體

重毎kg6.0mg, 4.0mg, 2.0mgノ 割 ヲ以テ其ノ腹腔内ニ注入シ自然 ニ斃死スル迄ノ時日ノ長

短 ヲ觀察 シ前同様ノ實驗ヲ重ネタリ.

對照實驗 トシテハ本實驗 ト同様ノ操作 ニヨリ其 ノ網状織 内被細胞機能封鎖 ヲナシタル後其ノ

家兎 ノ腹腔ニ單ニ體重毎kg2.0ccノ 「ブイヨン」ヲ注入シタ リ.

菌液注入後暫時ニシテ家兎ハ不食不活溌 トナリ坐臥ス.斯 クテ體重毎kg6.0mgノ 病原菌注

入例ハ48時 間ヲ出デザルニ悉ク斃 レ所要 ノ觀察ヲ遂グル コト能ハザ リシモ體重毎kg4.0mgノ

病原菌 ヲ注入 シタルモノハ5-6日 生存 シ遂ニ昏睡ニ陷 リ斃 レタ リ.反之體重毎kg2.0mgノ 病

原菌注入例ニ於テハ症状 ノ發來遲ク且其 ノ程度不確實ニ シテ10日 以上 ニ亙 リ生存 セリ.

第4表　 網状織内被細胞機能封鎖家兎ニ於ケル實驗
× 死 亡
○ 生 存

體重毎kg4.0mgノ 病原菌注入例 ノ剖檢竝ニ組織學的所見

家兎番號1.體 重2.12kg,注 入菌量8.4mg,生 存 日數5日

剖檢所見.體 壁腹膜ハ一般ニ強ク發赤 シ手術創部ハ大網膜及 ビ腸管 ノ一部 ト癒着ス.肝,

胃,大 網膜 ノ所 々ニハ大小ノ膿塊附着セリ.腸 管 ハ瓦斯 ヲ以 テ中等度ニ膨脹 セリ.骨 盤腔 ニハ

40



實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2875

淡紅色 ノ滲出液 ヲ容ル.脾 臟 ハ胃ノ底部 ト繊維素性ニ輕ク癒着 シ被膜ハ繊維素ノ附着セルタ メ

粗〓.割 面ハ暗紅色ヲ呈 シ,質 柔軟.肝 臟 ノ被膜 ニハ繊維素附着 シ粗〓,質 軟ク鬱 血ス.割 面

ハ暗紅色 ヲ呈 シ血量 ニ富ム.寄 生蟲 ヲ認 メズ.膵 臟ハ汚穢白色ヲ呈 シ光澤 ヲ失 ヒ質柔軟.腎 臟

左右共被膜ニハ繊維素附着 シ粗〓,被 膜 ヲ剥離スルニ實質 ハ暗紫色ヲ呈ス.割 面ヲ觀ルニ兩質

ノ境界不分明.腎 盂粘膜 ノ細血管 ハ怒張ス.腸 間膜淋巴腺ハ何 レモ腫大 シ汚穢白色 ヲ呈 シ光澤

テ失 ヒ質柔軟ナ リ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部ノ血管 ハ何 レモ擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.中 心静脉周圍ノ肝細胞 ハ壓迫

萎縮 ニ陷 リ又輕度 ノ脂肪浸潤ヲ現 ス. Kupffer氏 星芒細胞ハ一般ニ強ク肥大 シテ輕度乃至中等

度 ニ「コラルゴール」顆粒 ヲ攝取ス.間 質 ニ小圓形細胞浸潤 アリ.膽 管ハ擴張ス.寄 生蟲卵等ヲ

認 メズ.

脾臟.被 膜,脾 材等ニ肥厚少 シ.臚 胞 ハ散在性ニシテ胚中心ハ著明 ナ リ.脾 髓ハ増殖ス.

脾内網状織内被細胞ハ増殖著明ニシテ其 ノ多クノモノハ腫 大シ「コラルゴール」顆粒ヲ以テ中等

度乃至高度ニ充サル.竇 ハ強ク擴張 シ内ニ赤血球 ヲ充容ス.竇 上皮ハ腫大 シ内ム 「コラルゴー

ル」顆粒 ヲ高度ニ攝取 ス.其 ノ中ノ或ル者 ハ竇内ニ剥脱 セルモノアリ.

腎臟.所 々ニ栗粒大ノ膿瘍ヲ形成ス.絲 毬體 ハ腫大 シテ核ニ富 ム.主 管 バ一般 ニ強ク腫脹

ス.「 ヘンレー」氏蹄係内ニハ 「エオジン」ニ濃染スル硝子様物質及 ビ上皮 ノ剥脱 セルモノヲ見

ルレ.間質 ニハ小圓形細胞浸潤 ヲ認 ム.

腸間膜淋巴腺.中 心部ノ臚胞ハ壊死 シ細胞核 ハ染色度 ヲ失 ヘ リ.

家兎番號2.體 重1.92kg,注 入菌量7.6mg,生 存 日數5日

剖檢所見.腹 部 ヲ開クニ體壁腹膜ハ一般 ニ發赤 シ,殊 ニ手術創部ハ紫 斑ヲ呈 シ大網膜及 ビ

小腸 ノ一部 ト密着セリ.腸 管ハ瓦斯ニヨリ中等度 ニ膨脹 セ リ.骨 盤腔内ニハ淡紅褐色ノ滲出液

ヲ容ル.脾 臟被膜ニハ繊維素ノ附着セルタメ表面粗〓,質 柔軟ニシテ割面ハ暗紅色 ヲ呈 シ血量

ニ富 ム.肝 臟ハ著 シク鬱血ス.割 面ハ暗赤色ヲ呈ス.質 柔軟 ニシテ寄生蟲等ヲ認 メズ.膵 臟 ハ

汚穢白色ヲ呈 シ光澤ヲ失 フ.質 ハ柔軟 ナリ.腎 臟 ノ被膜 ハ左右共繊維素ノ附着 セルタ メ粗〓,

實質 ハ暗紫色ヲ呈 シ柔軟ニシテ割面ニ於 ケル兩質ノ境 界明 カナラズ.腎 盂粘膜 ノ細血管ハ怒張

セリ.腸 間膜淋巴腺ハ何 レモ腫大 シ汚穢白色ニシテ光澤 ヲ失 ヒ質柔軟ナリ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部ノ細 血管ハ何 レモ擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.中 心静脉周圍 ノ肝細胞 ハ爲

ニ壓迫萎縮 ニ陷ル.尚 ホ所々ニ脂肪浸潤 ヲ認 ム. Kupffer氏 星芒細胞 バ一般ニ強ク肥大 シテ「コ

ラルゴール」顆粒 ヲ以テ充タサル.間 質 ハ所々ニ小圓形細胞浸潤 アリ.膽 管ハ擴張 ス.寄 生蟲

卵等 ヲ認 メズ.

脾臟.傳 染脾 ノ像ナ リ.臚 胞ハ散在性 ニシテ胚中心著明.脾 髓ハ極 メテ高度 ニ増殖 ス.脾
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内網状織内被細胞ハ著明ニ肥大シ「コラルゴール」顆粒 ヲ以テ充 タサル.赤 血球 ノ溢出亦著明ナ

リ.竇 上皮ハ腫大シ「コラルゴール」顆粒ヲ高度 ニ攝取ス.

腎臟.所 々ニ小膿瘍ヲ形成 ス.絲 毬體ハ強ク腫大 シ核ニ富ム.其 ノアルモノハ毛細血管 ノ

擴張著明ナリ.主 管 ノ上皮ハ腫大 シ其 ノ或ル者ハ管腔内ニ剥脱 セル上皮ヲ容ル,「 ヘンレー」氏

小管ニモ敍上ノ變化 ヲ認 ム.間 質ニハ中等度 ノ小圓形細胞浸潤 アリ.

腸間膜淋巴腺.中 心部ノ臚胞ハ壊死 シ核ハ染色度ヲ失 フ.

家兎番號3.體 重1.80kg,注 入菌量6.8mg,生 存 日數6日

剖檢所見.開 腹スル ニ體壁腹膜 ハ強ク發赤 シ殊 ニ手術創部 ノ腹膜 ト大網膜及 ビ小腸 ノ一部

トハ密着ス.肝 臟,胃,大 網膜,腸 管 ノ所々ニハ膿塊附着セリ.腸 管ハ瓦斯 ヲ以テ中等度ニ膨

満 セリ.骨 盤腔内ニハ淡紅色 ノ滲出液 ヲ容ル.脾 臟 ノ被膜 ニハ繊維素ノ附着 セルタメ粗〓,

質軟ニシテ,割 面ハ暗紅色ヲ呈 シ血量 ニ富ム.肝 臟 ハ多少鬱血 シ質軟 ク割 面ハ暗赤色ヲ呈 シ寄.

生蟲ヲ認 メズ.膵 臟ハ汚穢白色ヲ呈 シ光澤 ヲ失 ヒ質柔軟.腎 臟被膜 ハ左右共繊維素ノ附着セ

ルタメ粗〓,被 膜 ヲ剥離スルニ實質ハ暗紫色ヲ及 ビ割面ニ於 ケル兩質ノ境界不分明.腎 盂粘膜

ノ細血管ハ悉 ク怒張 ス.腸 間膜淋巴腺ハ何 レモ腫大 シ色ハ汚穢白色ニシテ光澤ヲ失 ヒ質柔軟ナ

リ.

組織學的所見

肝臟.小 葉中心部ノ細血管ハ何 レモ擴張 シ内ニ赤血球 ヲ容ル.爲 ニ中心静脉周圍 ノ肝細胞

ハ壓迫萎縮ニ陷 リ又所々ニ脂肪浸潤 ヲ現ス. Kupffer氏 星芒細胞ハ何 レモ肥大シ 「コラルゴー

ル」顆粒 ヲ以 テ充タサル.間 質ニ小圓形細胞浸潤 アリ.膽管ハ輕度 ニ擴張 ス.蟲 卵等ヲ認メズ.

脾臟.被 膜,脾 材等肥厚 ヲ認 メズ.臚 胞ハ散在性 ニ存在 シ胚 中心著明 ナリ.脾 髓ハ増殖ス.

脾内網状織内被細胞ハ増殖著明ニシテ其 ノ多クノモノハ腫大 シ「コラルゴール」ノ顆粒 ヲ以テ高

度 ニ充タサル.竇 ハ強ク擴張 シ赤血球 ヲ以テ充タサル.竇 上皮ハ腫大シ「コラルゴール」顆 粒ヲ

高度ニ攝取 ス.

腎臟.所 々ニ小膿瘍 ヲ形成 ス.絲 毬體ハ腫大ス.主 管バ一般 ニ強ク腫張ス.「ヘンレー」氏

蹄係内ニハ「エオ ジン」ニ濃染スル硝子様物質ヲ容ル.間 質 ニハ小圓形細胞浸潤 ヲ認 ム.

腸間膜淋巴腺.中 心部 ノ臚胞ハ壊死 シ核 ノ染色不明.

對照實驗

家兎番號1.體 重1.90kg, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜ハ一般 ニ蒼白ニシテ腹腔内 ニハ異常ナル滲出液 ヲ認 メズ.

組織學的所 見

肝,腎,脾 及 ビ腸間膜淋巴腺等ニ特記ス可キ變化 ヲ認 メズ.

家兎番號2.體 重2.00kg, 6日 目屠殺

剖檢所見.體 壁腹膜 ハ一般 ニ蒼白 ニシテ腹腔内ニハ異常ナル滲出液 ノ瀦溜 ヲ見 ズ.
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組織學的所見

肝,腎,脾 及 ビ腸間膜淋巴腺ニ特記ズ可キ變化ヲ認メズ.

以上ハ剖檢竝ニ組織學的所見ニ依 リ 「コラルゴール」溶液ノ注入 ニヨリ一般網状織内被細胞

系 ノ機能 ヲ封鎖 セル家兎ニ急性汎發性腹膜炎ヲ惹起 セシメ而モ5-6日 ノ觀察ニ堪 フルモノヲ

獲ルニハ體重毎kg4.0mgノ 病原菌 ヲ要 スル コ ト及 ビ其ノ場合ノ病變 ガ正常家兎ニ體重毎kg

12.0mgノ 病原菌9注 入 セルモノ ト良ク近似セルヲ確 メ得タ リ.

第5節　 剔脾後網状織 内被細胞機 能封鎖家兎 ニ於 ケル實驗

剔脾後6日 ヲ經過セル家兎ニ更ニ大量 ノ1%「 コラルゴール」溶液即チ體重毎kg1.0ccヲ3日

間連續的 ニ耳静脉ニ注入シ残餘ノ網状織内被細胞系ノ機能ヲ可能的最高度 ノ封鎖 ヲ行 ヒ其 ノ翌

日更 ニ正常家兎例ニ使用 セル ト同株病原菌ヲ體重毎kg4.0mg, 2.0mg, 1.0gmノ 割 ヲ以テ其

ノ腹腔内ニ注入シ前同様ナル實驗 ヲ試 ミタリ.

第5表　 剔脾後網状織内被細胞機能封鎖家兎ニ於 ケル實驗
× 死 亡
○ 生 存

對照 トシテハ本實驗 ト同 一ノ前處置 ヲ施 セル家 兎腹腔 ニ單 ニ體重毎kg2.0ccノ 「ブイヨ ン」注

入 ヲ行 ヘ リ.

實 驗 ノ結 果ヲ觀ル ニ各群 共早 キハ24時 間遲 キモ72時 間 ヲ出 デザル ニ悉 ク斃 死 シ所 要 ノ觀察

ヲ遂 グル コ ト金 ク不能 ナ リキ.

第6節　 實 驗 概 括

家兎ノ腹腔内ニ一定毒力ヲ有スル病原菌ヲ注入シ急性汎發性腹膜炎 ヲ惹起 シ而 モ4-6日 ノ

觀察ニ堪フルモノヲ獲ルニ正常家兎 ト剔脾後6日 目ノ家兎 トニテハ所要菌量ニ格段ノ相違 ノ存
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スルコ トヲ確メタリ.即 チ剔脾家兎ニ於

ケル病原菌量ハ正常家兎ノ半量ニモ及バ

ズ.之 ニヨリ脾臟 ノ存否 ガ急性汎發性腹

膜炎 ノ成立 ニ重大ナル意義 ヲ有スルコト

ヲ知 レリ.

次 ニ剔脾後45日 ヲ經過セルモノニ於

クル所要菌量ハ剔脾後6日 ノモノニ比 シ

遙 ニ多量ニシテ寧ロ正常家兎 ノ夫 レニ接

近 セリ.是 レ剔脾後脾臟 ノ脱落 セル機能

ガ此期間ニ他ノ臟器 ニヨリ略ボ完全ニ代

償 セラレ病原菌ニ對 スル拮抗カヲ亢 メタ

ル一證左タルナ リ.

次 ニ「コラルゴール」溶液 ヲ注入シテ一

般網状織内被細胞系ヲ填塞セルモノニ於

ケル所要菌量ヲ檢 スルニ剔脾後6日 例ヨ

リモ更 ニ僅少ナリ.殊 ニ剔脾後更ニ 「コ

ラルゴール」溶液ヲ注入 シテ殘餘ノ網状

織内被細胞系ヲ可能的最高度 ニ填塞 シタ

ルモノニ於 テハ全身症状餘 リニ急激ニシ

テ殆 ド所期ノ目的ニ叶フモノヲ得 ザル内

ニ斃死 スルヲ見 レバ一般網状織内被細胞

系機能 ノ完全或 ハ不完全 ガ本症成因或ハ

死因ニ重大ナル役 ヲ演 ズルコ トヲ首肯 シ

得ルナ リ.

第6表　 所 要 菌 量

第4章　 實驗的急性汎發性腹膜炎ノ經過 ト一般

網状織内被細胞系統機能ノ消長

前記黄色葡萄状球菌ヲ以テ家兎ニ實驗的急性汎發性腹膜炎 ヲ惹起 セシメタルモノニ後述 ノ方

法 ヲ以テ追日一般網状織 内被細胞系ノ機能 ヲ檢索 セリ.抑 々一般網状織内被細胞系統 ノ機能檢

査法 トシテ從來試 ミラレタルモノハ之 ヲ次 ノ6種 ニ大別 シ得ベ シ.

1) Adler-Reimann氏 ノ「コンゴーロー ト」色素法

2) Winternitz氏 ノ血中「ビリル ビン」檢出法
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3) Zeuchner (Lundwall)氏 ノ鐵 糖微 量定量法

4) Saxl, Donnat氏 ノ脂肪浮游液法

5) Kaufmann氏 ノ 「カンタ リヂ ン」法

6) Adler-Reiｍann氏 ノ 「コンゴー ロー ト」法 ヲ 「コ ンゴー ロー ト」ノ代 リニ「トリパ ンブラ

ウ」或ハ 「テ トラクロール フタ レイン」等 ヲ以 テスル方法.

以 上 ノ内1, 3, 4ノ 方 法 ハ總 テ同一原理 ノ應用 ニ立脚 シタル モノ即 チ一般網状織 内被細胞 ガ

有 スル一機能 トシテ知 ラ レタル陰性 荷 電 性 「コロイ ド」 ニ屬 スル 「コンゴー ロー ト」Ferrum

 sachratum oxdatum,脂 肪 浮游液等 ヲ各々注射 シ夫等 ノ排除力 ノ程度 如何 ニ ヨ リ該系統 ノ攝

取機能 ヲ測 定 シ,コ ノ攝 取機 能ナル該系統 ノ部分的機 能 ニ依 リ其 ノ全機能 ヲ窺 知 セ ン トスル モ

ノナ リ.

第2ノ 方法 ハWinternitz氏 ガR. Schmidt氏 ノ教室 ニ於 テAdler-Reimann氏 ノ研究 ト同時

ニ一部分同一材料 ヲ以 テ行 ヒタルモノニテUrobiliamieヲ 惹 起 スル例 ニ於 テ「コンゴー ロー ト」

比率 ノ高 キ コ トヲ指摘 セシニ始 マル.即 チ同氏 ニ ヨ レバ血中 ニ「ウ ロビ リン」ノ出現 スル ハ一般

網状織内被細 胞系 ノ機能 障碍 ノ存 在 スル證據 ニ シテ正常時 ニハ之 ヲ證明 シ得 ズ トイフ.故 ニコ

ノ方法ハ血中ニ「ウロ ビ リン」特 ニ「ウ ロ ビリノーゲ ン」ヲ證明 セン トスル モ ノナ リ.

第5ノ 方法 ハ皮膚 ニ 「カ ンタ リヂ ン」發 泡膏 ヲ貼布 シ24時 間 以後 皮膚 ニ生 ゼル泡中 ノ滲 出液

中ノ血球數 ヲ計算ス ルニ正常時 ニハ其 ノ大部 分 ガ中性 嗜好性 白血 球 ニ シテ其 ノ1.5-8.0%ガ 非

顆粒状塩基性嗜好淋巴組織球性細胞 ナ リ.而 シテ コノ非 顆粒状塩 基性嗜好 淋巴組織球性細 胞 ノ

泡中全血球數 ニ對 スル比率 ノ増減 ハ一般網状 織内被細 胞系 ノ局 所反應 ノ高揚 或ハ低減 ヲ示 ス モ

ノナ レバ コノ比率 ニ ヨ リ一般網状織 内被細胞 ノ反應 如何 ヲ推 知 セ ン トスル方法 ナ リ.

就 中Adler-Reimann氏 ノ「コンゴー ロー ト」法 ハ其 ノ操作 ノ簡 易 ナル ガタ メ一般 ニ賞用 セラ

ル.茲 ニコノ方 法 ヲ詳記 セ ンニ1925年H. Adler, F. Reimannノ 兩 氏 ハ1%「 コ ンゴー ロー

ト」溶液10-12ccヲ 飢 餓時人體 ノ靜脉 内ニ注 入 シ可及的鬱血 ヲ避 ケ注射後 正確 ニ4分 及 ビ60

分 ニ採 血 シ其 ノ血清中 ノ「コンゴーロー ト」量 ヲ比色計 ヲ用 ヒテ定 量 シ

1時 間後 血 清 中 「コ ンゴ ー ロ ー ト」 濃 度/

4分 後 血 清 中 「コ ン ゴー ロ ー ト」 濃 度 ×100

ヲ計算 シ之ヲ「コンゴーロー ト」比率又ハ色素比率 ト稱 セリ.兩 氏 ニヨレバ コノ比率 ハ健康人ニ

於テハ50-70ノ 間ニ在 リ同1人 ニ在 リテハ其 ノ變 化極 メテ少ク,從 テコノ網状織内被細胞 ノ部

分的機能ナル色素攝取機能 ヲ知 レバ全身網状織 内被細胞系ノ機能 ヲ推知 シ得ベシ ト報告 セリ,

更ニ兩氏ハ敗血性疾患,肺 炎,結 核,心 内膜炎,腸 「チフス」等 ノ諸疾患 ニ就テ本法 ニヨル機

能檢査 ヲ行 ヒ死 ノ轉蹄 ヲ取 レルレ敗血症其ノ他重篤ナル全身症状 ヲ有 スル者 ニ於 テ比率最モ高度

(90-100)ニ シテ重症傳染性疾患,肝 疾患,循 環代償不全期,脾 剔出ノ場合 ニハ高度(80-90)

ニシテAngina,輕 度ノ感胃,輕 度ノ肺炎ノ場合 ニハ輕度ノ上昇(70-80)ヲ 示 スモノナ リト云

ヘ リ.
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依 リテ余ノ實驗ニ於 テハAdler-Reimann氏 法ニ倣 ヒ1.5%「 トリパンブラウ」溶液 ヲ造 リ體

重毎kg 3.0ccヲ 耳靜脉内ニ注入シ5分 及 ビ3時 間目ニ採血 シ之 ヲ直チニ毎分2000囘 轉 スル

電氣遠心沈澱器 ニ掛ケ血清ヲ分離 シ其ノ内ニ殘存 スル該色素量ヲDuboscq氏 ノ比色計ニテ定

量 シ其ノ多寡ニ依 リ一般網状織内被細胞系 ノ機能ヲ推知セントセリ.而 シテ標準液ハ2萬 倍 ノ

「トリパンブラウ」水溶液ヲ使用 シタ リ.

3時 間目ノ採血ヲ終ルヤ家兎ハ直チニ屠殺 シ其 ノ肝臟及 ビ脾臟 ヲ剔出 シ10%「 フオルマ リン」

液中ニテ固定 シ10「 ミクロン」ノ凍結切片 ヲ作 リ之等臟器中ノ内被細胞 ノ攝取セル色素顆 粒ノ

度ヲ檢鏡 シ血清中ノ該色素殘存量 ト比較對照セリ.

第1節　 正常家兎ニ於 ケル實驗

體重2.0kg内 外 ノ白色牡性家 兎ヲ用 ヒ前 章ニ述 ベタル ト同一 ノ操作 ニ ヨ リ前記 ノ毒 カヲ有 ス

ル黄色葡萄状球菌 ヲ體重毎kg 12.0mg及 ビ5.0mg其 ノ腹腔 ニ注 入シ其 ノ翌 日 ヨ リ追 日2頭 宛

第7表(1)　 正常家兎ニ體重毎kg 12.0mgノ 病原菌注入例
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2881

第7表(2)　 正常家 兎ニ體重毎kg 5.0mgノ 病原菌注入例

前述 ノ方法 ニヲ「トリパ ンブラウ」溶液 ヲ注 入 シ一般 網状織 内被細胞系 ノ機能 ヲ檢測 セ リ.其 ノ

成績 ハ第7表 ノ(1)及 ビ(2)ノ 如 シ.對 照 トシテハ單ニ體 重毎kg 2 .0ccノ 「ブ イヨ ン」ヲ腹腔

ニ注 入 シタル モノニ就 キ本實驗 ト同様 ナル操作 ヲ試 ミタ リ
.

實 驗 ノ結 果 ヲ觀 ル ニ體 重毎kg 12.0mgノ 病 原菌注 入例 ニ在 リテハ菌 液注入 ノ翌 日血清 中殘

存「トリパ ンブラウ」量 ハ對 照 ニ比 シ増 加 セル モ第2日 ニハ反 之激減 シ第3日 以 降 ハ再 ビ累 加 ス

ル ヲ知 レリ.サ レ ド體 重毎kg 5.0mgノ 病 原 菌注 入例 ニ於 テハ菌液注 入 ノ翌 日モ對照 例 ト大差

ナク第2日 ニハ最 モ強 ク減少 セ リ.而 シテ第3日 以降 ハ第2日 ニ比 シ多少 ノ増 加 ヲ見 ルモ之 ヲ

對照例 ニ比 ス レバ遙 ニ寡 シ.尚 ホ

肝 及 ビ脾 ル内被細胞 ノ色 素攝取度 モ良ク前記 ノ所見 ト合致 セルヲ認 メタ リ.



2882 田 中 屋 清 人

第7表(3)　 對 照 實 驗

第2節　 剔脾家兎ニ於 ケル實驗

剔脾後6日 及 ビ45日 ノ家兎腹腔ニ前記病原菌體重毎kg 5.0mgヲ 注入 シ其ノ翌日ヨリ追日

「トリパ ンブラウ」注入前節同様 ニシテ一般網状織内被細胞系機能ヲ窺知 セント企タ リ其 ノ成蹟

第8表(1)及 ビ(2)ニ 示スガ如 シ.

第8表(1)　 剔脾後6日 ノ家兎ニ體重毎kg 5.0mg病 原菌注入例
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2883

第8表(2)　 剔脾後45日 ノ家兎ニ體重毎kg 5.0mgノ 病原菌注入例
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第8表(3)　 對 照 實 驗

(剔 脾後6日 ノ家 兎腹腔 ニ體重毎kg 2.0ccノ 「ブ イヨ ン」注 入例)

實 驗結果 ヲ觀 ルニ剔脾後6日 ノモノニ於 テ其 ノ翌 日ノ血清中殘存量 ハ對照 ニ比 シ稍 々多 キ モ

第2日 ニハ減量 ス.サ レド第3日 以降 ハ再 ビ激 増 シテ遂 ニ斃死 スル ニ至 レリ.而 シテ之 ヲ正 常

家兎 ニ同量 ノ菌液 ヲ注入 シタ ルモノニ比 ス レバ寔 ニ霄壌 モ啻 ナ ラザル差 異 ヲ示 セ リ.サ レド剔

脾 後45日 ヲ經過 セル モノニ於 ケル實驗 ハ 之 ト大 ニ其 ノ趣 ヲ異 ニ シ其 ノ値寧 ロ正常家 兎例 ニ接

近 セルモノ アル ヲ認 ム.之 ニ ヨ リ剔 脾後其 ノ脱落 セル機能 ガ此期間 ニ略 ポ完 全 ニ代償 セラル コ

トヲ知 レリ.

第3節　 網状織内被細胞機能封鎖家兎ニ於ケル實驗

家 兎ノ空腹時 ヲ選 ビ1%「 コラル ゴール」溶 液體 重毎kg 0.65ccヲ3日 間連 續的 ニ耳 靜脉 ヨ リ

注 入 シ其 ノ翌 日體 重 毎kg 5.0mgノ 前 記病原菌 ヲ以テ前節 ニ述 ベタル ト同様 ノ操作 ヲ行 ヒ其 ノ

翌 日ヨ リ色 素注 入,一 般網 状織 内被細胞 横能 ノ消長 ヲ窺 ヘ リ.對 照 トシテハ同一方法 ニテ内被細

胞系 ヲ封鎖 シ單 ニ體 重毎kg 2.0ccノ 「ブイヨン」ヲ注入 シタルモ ノニ就 キ同一實 驗 ヲ重 ネタ リ.
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2885

第9表(1)　 網状織内被細胞機能封鎖 家兎ニ體重毎kg 5.0mgノ 病原菌注入例

第9表(2)　 對 照 實 驗.
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實驗結果ヲ觀ルニ菌液注入ノ翌 日ヨリ血清中ノ殘存色素量 ハ増 シ追日累加 シテ斃死スルヲ認

メ タ リ.

第4節　 實 驗 概 括

以上第1節 ノ實驗ヲ見ルニ正常家兎ニ體 重毎kg 12.0mgノ 病原菌 ヲ注入セルニ其 ノ翌 日ノ

血清中殘存色素量ハ増加シ一般網状織内被細胞系機能 ノ低下 ヲ示 スモ,第2日 ニハ減量 シ刺戟

ハ状現ル.サ レド之ハ一時的ニシテ第3日 以降ハ追 日累増 シ其 ノ機能 ハ日々低下シ遂ニ斃死 セ

ルヲ認 メタ リ.サ レド體重毎kg 5.0mgノ 病原菌ヲ注入セル場合ニハ其ノ翌 日ヨリ血清中殘存

色素量ハ遞減 シ一般網状織内被細胞系 ノ機能寧ロ亢進 セルヲ認 ム.

剔脾後6日 ノモノニ於ケル所見ハ正常家兎ニ體重 毎kg 12.0mgノ 病原菌 ヲ注入セル場合 ト

其 ノ軌ヲ等フスルモ網状織内被細胞機能封鎖ニ在テハ菌液注入 ノ翌 日ヨリ血清中殘存色素量ハ

累増 シ内被細胞系ノ機能低下ハ益々深刻 トナ リ遂 ニ斃死 スルヲ認 メタリ.

第5章　 實驗的ニ急性汎發性腹膜炎ヲ起セル家兎ノ一般網状織

内被細胞系統ニ及ボス脾臟「エキストラク ト」ノ影響

犬,家 兎,海 〓 ニ脾臟「エキス トラク ト」ヲ賦 與 スルレニ血 中 ニ注 入セラ レタルレ色素 ノ一定時間

後 ノ殘存量 ガ脾臟 「エキス トラク ト」ヲ賦 與 セザル モノニ比 シ遙 ニ寡 キハFarkas u. Tangel,

得 能, Schiephake u. Sinke及 ビ余 ノ確 證 セ シ所 ニ シテ脾臟 ヲ經 口的 ニ投與 スル均若 クハ脾

臟 「エキス トラ ク ト」 ヲ動物 ニ注射 スルニ,其 ノ抗 菌力 ガ著 シク亢進 スル コ トハ渡 邊,大 橋,

 Remonond, Souls, Coionbes,前 田,尹,今 村,橋 本,二 宮 及 ビ朴氏等 ガ等 シク唱和 スル所

ニ シテ氏等 ハ之 ヲ脾臟「ホ ルモ ン」ノ影響 ナ リト推断 セ リ.

依 リテ余 ハ實驗的 ニ急性 汎發性 腹膜 炎 ヲ惹起 セル家兎 ニ脾臟 「エキス トラク ト」 ヲ注射 スル

ニ一般網状織 内被細胞 系 ノ機 能 ニ如何 ナル影響 ヲ及 ボ スカヲ窺 知 セ ン トシテ次 ノ實驗 ヲ行 ヒタ

リ.

第1節　 正常家兎ニ於ケル實驗

體重2.0kg内 外ノ白色牡性家兎ヲ選 ビ其 ノ空腹時25倍 稀釋脾臟 「エキス トラク ト」體 重毎

kg 1.0㏄ ヲ3日 間連續耳靜脉 ニ注入 シ其 ノ翌 日第3章 第1節 ニ述ベタル方法 ニヨリ體重毎kg

 12.0mgノ 病原菌ヲ其 ノ腹腔内ニ注入 シ追日「トリパ ンブラウ」溶液注射6時 間前ニ脾臟 「エキ

ス トラク ト」體重毎kg 1.0ccノ 靜脉注射 ヲ行ヒ前章同様5分 及 ビ3時 間目ニ採血 シ血清中ニ殘

存 スルレ該色素量 ヲDuboscq氏 比色計 ニテ比色定量 セリ.

對照 トシテハ同一動物 ノ腎臟 ヨリ同一稀釋度ノ腎臟 「エキス トラク ト」ヲ造 リ脾臟「エキス ト

ラク ト」注射 ノ場合 ト同一實驗 ヲ繰 リ返 シタリ.
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實驗的急性汎發性腹膜炎 ノ成因 ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系 ノ態度 2887

脾臟及 ビ腎臟 「エキストラク ト」ノ製法 ハ拙著 “脾臟越幾斯ノ生化學的檢索"中 ニ詳記 セル

モ今其ノ大略ヲ記 スレパ次 ノ如 シ.

脾臟 「エキストラク ト」ノ製法:一　 若キ牡犬ヲ無菌的ニ開腹 シ其ノ脾臟 ヲ截取 シ直チニ細截

シ可及的血液ヲ驅除 シ其 ノ一定量ニ金剛砂 ヲ加へ乳鉢ニテ入念ニ細挫 ス.之 ニ脾重量5倍 ノ純

「エーテル」ヲ加へ密栓 シテ電氣振盪器ニ掛 ケ10時 間振盪 シ更 ニ12時 間室温 ニ放置ス.次 デ濾

紙ヲ以テ濾過 シ其ノ濾液ヲ集 メ之ヲ液體乾燥器 ニ藏メ低温ニ於テ充分「エーテル」ヲ揮發 セシメ

固形成分ヲ蒐ム.上 記ノ操作ハ無菌的ニ行ヒタルヤ勿論ニ シテ使用時ハ脾重量25倍 ノ0.85%

滅菌食塩水ヲ加へ完全ナル乳劑ヲ作ル.

腎臟 「エキス トラク ト」ノ製法:一　 脾臟「エキス トラク ト」ノ材料 ヲ截取 シタル ト同一犬 ヨリ

無菌的ニ1側 ノ腎臟 ヲ截取 シ脾臟 「エキス トラク ト」ノ製法ニ準 ジ同一稀釋度ノ腎臟「エキ スト

ラク ト」ヲ造ル.

第10表(1)　 正常家 兎 ← 脾臟 「エキス トラク ト」←12.0mg病 原 菌注 入例
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第10表(2)　 正 常家 兎← 腎臟 「エキ ス トラク ト」←12.0mg病 原 菌注 入例

實驗結果 ヲ觀ルニ菌液注入後1-3日 ノ血清中殘存色素量ハ脾臟 「エキス トラク ト」ヲ注射 セ

ル モノノ方稍々腎臟 「エキス トラク ト」注射例 ニ比 シ寡 キモ4-5日 ニハ兩者共激増 シ相前後 シ

テ斃 ル.之 ニヨリテ正常家兎ニ急性汎發性腹膜炎ヲ實驗的 ニ惹起 セシメ脾臟「エキス トラク ト」

ヲ注射 スルモ一般網状織 内被細胞系ノ態度ハ豫期 ノ如ク顯著ニ刺戟 セラルルモノニ非ザルコ ト

ヲ知 リ得タリ.

第2節　 剔脾家兎ニ於ケル實驗

1群 ノ家兎 ヲ剔脾 シ第3日 ヨ リ脾臟 「エ キス トラク ト」體 重毎kg 1 .0ccヲ3日 間連續 シテ耳靜

脉 ヨ リ注 入 シ其 ノ翌 日第3章 第2節 ノ方法 ニ ヨ リ體 重毎kg 5.0mgノ 病 原 菌 ヲ其 ノ腹腔 内 ニ注

入 ス.斯 クテ追 日脾臟 「エ キス トラク ト」體 重毎kg 1.0ccヲ 血 中ニ注 入 シ6時 間後 ニ「トリパ ン

プ ラウ」溶液 ヲ注入 前同様 ニシテ 一般網 状織内被細胞系機能 ノ消 長 ヲ檢測 シタ リ.對 照 トシテ

ハ腎臟 「エキ ス トラク ト」ヲ用 ヒ之 ト同一ノ實驗 ヲ繰 リ返 セ リ.
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系 ノ態度 2889

第11表(1)　 剔 脾家 兎 ← 脾臟 「エキス トラク ト」←5.0mg病 原 菌注 入例

第11表(2)　 剔 脾家 兎 ← 腎臟 「エキス トラク ト」←5.0mg病 原 菌 注入例
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實驗結果 ヲ觀ルニ脾臟「エクストラク ト」注射例 ト腎臟「エキス トラク ト」注射例 トノ間ニハ格

段 ノ相違ア リ.即 チ脾臟 「エキス トラク ト」注射例 ニ於 テ菌液注入後1-3日 ニ亙ル血清中殘存

色素量ハ著 シク僅少ニシテ正常家兎例ニ酷似 セルモ4日 以降 ハ再 ビ激増兩者 トモ犬差ナキニ至

ル.之 ニ ヨリテ剔脾家兎ニ於 テ菌液注入後1-3日 ハ脾臟 「エキストラク ト」ノ注入ニヨリ一般

網状織内被細胞系機能ハ刺戟セラレ其ノ抗菌性ハ著 シク亢進セルモ4日 以降遂ニ再 ビ機能ノ衰

退ヲ來スコトヲ知 レリ.

第3節　 網状織内被細胞系機能封鎖家兎ニ於 ケル實驗

體 重略ボ相等 シキ2群 ノ牡性家兎 ノ網状織 内被 細胞 系 ヲ1%「 コラルゴール」溶液體重 毎kg

 0.65cc 3日 間 連續耳靜脉注入 ニ ヨリテ封鎖 ス.而 シテ「コラルゴール」溶液注 射 ノ前6時 間ニ第

1群 ニハ脾臟 「エキス トラク ト」體 重毎kg 1.0cc,第2群 ニハ腎臟 「エ キス トラク ト」體 重毎kg

第12表(1)　 網状織内被細胞機能封鎖家兎 ←脾臟「エキス トラク ト」

←4.0mg病 原菌注入例
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2891

第12表(2)　 網状織内被細胞機能封鎖家 兎←腎臟 「エキス トラク ト」

←4.0mg病 原菌注入例

1.0㏄ ヲ注入セリ.此 操作ヲ終ルヤ第3章 第3節 ノ方法ニヨリ體重毎kg 4.0mgノ 病原菌 ヲ腹

腔ニ注入シ實驗的ニ急性汎發性腹膜炎 ヲ惹起 セシメ毎 日第1群 ニハ脾臟「エキス トラク ト」體 重

毎kg 1.0cc,第2群 ニハ同量ノ腎臟「エキス トラク ト」ヲ注入シ其 ノ後6時 間ニシテ 「トリパ ン

プラウ」溶液注入一般網状織内被細胞系機能 ノ消長ヲ檢測 セリ.

實驗結果ヲ觀ルニ脾臟 「エキストラク ト」注射例 ノ血清殘存色素量ハ菌液注入後1-3日 ハ腎

臟「エキ トラク ト」注射例 ニ比 シ著 シク寡 キモ第4日 以降 ハ再 ビ激増 シ兩者 ノ間ニ大差ナク期 ヲ

同 フシテ斃死セリ.

之ニヨリテ網状織内被細胞系機能封鎖家 兎ニ於 テモ脾臟「エキス トラク ト」ヲ注射 ス レバ菌液

注 入後1-3日 ニ於 テ一般綱状織内被細胞系ハ確 ニ刺戟 セラレ其 ノ抗菌性 ノ亢進 セルコ トヲ知

レリ.

第4節　 實 驗 概 括

正常ノモノ及 ビ剔脾或ハ一般網状織内被細胞系ノ機能封鎖 ヲナセル家兎 ノ腹腔 ニ夫 レ夫 レ所

定ノ菌量ヲ注入シテ一定度 ノ急性汎發性腹膜炎ヲ惹起セシムルニ豫 メ脾臟「エキス トラク ト」ノ

刺戟量ヲ3日 間注射 シ第4日 ニ一定菌量ヲ注入シ其 ノ後 ハ5日 間毎日「トリパンプラウ」溶液注
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入前6時 間ニ再 ビ脾臟「エキス トヲク ト」ヲ注 入シ色素注入後3時 間ニシテ一般網状織内被細胞

系機能ヲ檢 スルモ何 レモ菌液注入後1-3日 間ハ其 ノ機 能ガ該 「エキス トラク ト」ノ注入ニ據 リ

亢進サ レ居ルヲ確 メタ リ.

第6章　 總 括 及 ビ考 按

文獻 ヲ按 ズル ニ,腹 腔 ニ諸種 ノ細菌 ヲ注 入 セ シ場 合果 シヲ急性 汎發性 腹膜 炎ヲ惹起 シ得 ルヤ

否 ヤハ古來興味 アル問題 トシテ討檢 サ レタル所 ニ シテGrawitz (1886)氏 ハ細菌 ノ注 入 ノ ミニ

テハ其 ノ成立不 可能 ナ リトシ 1)腹 腔 内 ニ吸收困難 ナル細 菌 ニ向 ツテ ノ榮養液 ノ一定量 ノ蓄

積, 2)腹 膜 ニ器 質的缺 損 アリテ細菌 ノ作 用 ヲ佳 良ナラ シムル コ ト等 ノ要約 ヲ要 ス ト云ヘルモ

Pawlowaky (1889)氏 ハ 單 ニ細 菌ヲ注入 スル ノミニテ容 易 ニ腹膜 炎 ノ成立 ヲ見タ リ ト報 ジ其 ノ

後Barbaci, Viraldi, Ort, Tavel, Laus氏 等 ハ前説 ヲBaumgarten, Frankel, Ziegler氏 等 ハ

後説 ヲ支持 シ相譲 ラザ リシモノナ リ.サ レド余 ノ第3章 ノ實驗 ニ徴 スル ニ病原 菌 ニシテ一定 ノ

毒 力 ト一定量 トヲ有 ス レバ其 ノ成 立ハ比較 的容易 ナル ヲ觀 ル ナ リ.依 テ余 ハ此點Pawiowsky

氏 ノ所説 ニ賛 セン トスル モ ノニシテ況 ヤ之 ニ加 フルニGrawitz氏 ノ云 ヘル ガ如 キ要約 ヲ加 フ

レバ急 性腹膜炎 ノ惹起 サルレベ キヤ敢 テ論 ズル ニ及バ ザルレ可 シ.然 レ ドモ余ハ余 ノ實驗 目的 上常

ニ病原 菌注入 ノ ミニ據 リ急性 腹膜 炎 ノ招來 テ企 圖 セリ.而 シテ余 ハ亦常 ニ一定度 ノ急性 汎發性

腹膜 炎 ヲ惹起 セシムル ニ努 メ而 シテ常 ニ之 ヲ獲 タ リ.

古 來幾多斯 ノ道 ノ研究者 ガ企 テ容易 ニ獲 ル ヲ得 ザ リシ急性 汎發性 腹膜 炎惹起 困難 ノ理由 トシ

テハ腹膜 ノ有 スル特殊抵抗 トノ ミ信 ゼシモノ多 カ リシナ リ.即 チWegner氏 ハ腹膜 ノ有 スル廣

汎 ナル 表面積 ニ着眼 シNotzel氏 ハ葡 萄状 球菌 注入實驗 ニ於 テ腹腔 内注 入致死量 ガ靜脉 内注 入

致死量 ノ10倍 ニ相 當 スル コ トヲ指摘 シLeunander氏 ハ腹膜 ノ吸收機 轉,遊 走 白血球 ノ喰盡

作用及 ビ腹腔 滲出液 ノ殺 菌力 ヲ腹膜抵抗 ノ3要 素 トシWegner, Schmitzler, Ewald, Mikuliz,

 Fietze氏 等ハ腹膜 ノ吸收 ノ遲 延乃至抑壓 ヲ, Glimm, Noetzel, Peiser, Simon, Hoehne氏 等

ハ却 テ腹膜 ノ吸收 ノ迅速 ヲ以 テ之 ガ主因 ナ リ ト信 ジ, Reichel, Burgineky, Frankel, Kracht

氏 等 ハ病 原菌 ノ毒 力ニ依 ル ト云 ヒ未 ダ夫 レ以 上 ノ考 索 ヲ考慮 シタル者 ハ余 ノ寡聞 之 ヲ識 ラザル

ナ リ.況 ヤ實驗 ヲヤ.

而シテ余 ノ第3章 ノ實驗即チ脾臟 ヲ除去スルカ或ハ一般網状織内被細胞系機能 ヲ封鎖 スル時

急性汎發性腹膜炎ヲ惹起 スルニ要スル病原菌量ガ正常動物ニ比 シ約半量若クハ夫 レ以下 ニテ充

分ナ リ.斯ノ如キ現象 ノ説明ニ對 シ上記諸種 ノ推論ハ何等ノ價値 ナキモノノ如 ク思惟 ス.之ニ對

シ余ハ余ノ實驗結果 ヨリ急性腹膜感染 ト脾臟及 ビ一般網状織内被細 胞系統機能 ノ消長 トガ密接

ナル關係ヲ有 スベキヲ爰 ニ提唱 セントスルモノナ リ.殊 ニ第4章 ノ實驗結果ニ據 リ一般網状織

内被細胞系統機能ノ消長ハ急性汎發性腹膜炎ノ死因ニモ重 大ナル意義 ヲ有 スルヲ知 レリ.特 ニ

本實驗ニ於 テ興味アルハ此網状織内被細胞機能ノ消長 ニ對 シ脾臟 ガ重 大ナル關係 ヲ有 スル事 ニ
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實驗的急性汎發性腹膜炎ノ成因ニ對スル脾臟竝ニ一般網状織内被細胞系ノ態度 2893

シテ脾臟 ナキ場合ニハ該系統 ノ機能ハ詩ダシク消失サルルモノナ リ.而 シテ亦該系統 ノ機能ノ

消長ハ敢テ急性腹膜炎成因ノ一要素ヲナスノミナラズ之ニ據ル生死分岐ノ一端タルナ リ.

尚ホ余 ハ上記實驗 ヨリ推 シテ急性腹膜炎ノ際脾臟「エキス トラクト」ヲ用 ヒ其 ノ動物 ノ一般網

状織内被細胞ヲ刺戟スル時ハ幾分其ノ機能ヲ亢進 セシメ以テ病状 ノ轉機ヲ良好 ナラシムル事モ

ガナト實驗ヲ試 ミタルニ只發病 ノ初期 ニ於テ幾分網状織内被細胞系機能ヲ亢進 セシムルモノナ

ルヲ知 レリ.

第7章　 結 論

1.脾 臟 テ除去スルカ或 ハ一般網状織内被細胞系統機能ヲ封鎖ス レバ黄色葡萄状球菌 ニ對 ス

ル家兎ノ腹膜 ノ抵抗 ハ著 シク減弱 ス.

2.剔 脾實驗 ニ於テ剔脾後病原菌注 人迄ノ時 日ノ短 キ程腹膜ノ感染ハ容易ニ シテ45日 ヲ經

過 シタルモノハ正常家兎 ト殆 ド大差ナ シ.

3.剔 脾後更ニ網状織内被細胞機能ヲ高度ニ封鎖 スルニ單ニ剔脾或ハ網状織内被細胞機能封

鎖 ノミヲ行ヘルモノヨリモ腹膜 ノ感染ハ極メテ容易ナリ.

4.實 驗的ニ急性汎發性腹膜炎 ヲ起サシメタル家兎ニ於 テ一般網状織内被細胞系 ハ一旦刺戟

セラレ其ノ機能ハ亢進 スルモ後直チニ麻痺ス.

5.實 驗的ニ急性汎發性腹膜炎ヲ惹起セル家兎ニ脾臟「エキス トラク ト」ヲ注射 スルニ一般網

状織内被細胞系 ハ刺戟 セラレ其ノ機能 ハ亢進ス.サ レド其ノ效果 ハ餘 リ長カラズ且強カラズ.

擱筆スルニ臨 ミ余ニ課スルニ本研究ヲ以テセラレ終始御懇篤ナル御指導御鞭撻 卜且嚴正ナル御校閲ヲ

賜リシ恩師泉教授ニ満腔ノ謝意ヲ表ス.

(本論文ノ要旨ハ第34囘 日本外科學會總會ニ於テ發表セリ).
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